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1998 年 3 月  私立藤村女子高等学校卒業
2002 年 3 月  日本体育大学体育学科卒業
2005 年 4 月  日本体育大学大学院入学
2006 年 4 月〜現在 株式会社 TBS テレビ
2007 年 3 月  日本体育大学大学院体育科学研究科博士前期課程修了
2016 年〜  東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会　
   組織員会メディア委員
   日本スポーツ振興センター助成審査委員
   日本スポーツ協会女性スポーツ委員
2019 年〜  日本オリンピック委員会表彰専門部会委員
【競技歴】
1992 年〜 94 年 JOC ジュニアオリンピック・ソロ優勝（３連覇）
1995 年  アメリカンカップ（ジュニア日本代表）　デュエット２位
1995 年〜 1997 年 国民体育大会　東京都代表　デュエット２位
1996 年  世界ジュニア代表（ドイツ）チーム２位
1997 年  ナショナル B 代表（スイス）チーム２位
1998 年  ナショナル B 代表（スイス）デュエット１位・チーム１位
1999 年  ナショナル B 代表（スイス）デュエット２位・チーム２位
2000 年  ナショナル B 代表（ドイツ）デュエット２位・チーム２位
2001 年  世界水泳選手権　（福岡）　チーム２位
2002 年  ローマオープン　　　　　チーム１位
   ワールドカップ　　　　　チーム２位
2003 年  世界水泳選手権（バルセロナ）チームテクニカル１位
   チームコンビネーション１位
   チームフリー２位






















































































































































































手なのか，1 人 1 人説明をして回った．私は，部
がある人たちを羨ましく思うこともあったが， こ
の事を一人でやった事は，後の自分の自信につな





























































































































































































した．基本的な練習時間は，朝 8：00 〜夜 22：











































































子供 2 人に恵まれた．そして，13 年間スポーツ
局へいたが，現在は異動して別の部署で働いてい
る．スポーツ選手が会社員になることは本当に甘
くない．しかしスポーツで学んだことも生かせる
ことは沢山ある．また，現在はスポーツイベント
や講演会に呼んで頂けることも増えた．ここでは
シンクロの楽しさ，スポーツを通して学んだこと
なども伝えている．
自分が培ってきたものは決して無駄なことはな
かった．今後は次世代の子供たちの力にもなりた
い，そして多くの人にシンクロを知ってもらいた
い，私が今できる大事な役割だと思っている．
５．後輩に一言
私は大学に部活として存在する競技を行ってい
なかったので，学校生活とシンクロの環境が分か
れていた．学校生活が楽しく過ごせていたことが，
厳しい競技生活を続けられた一つの要因だったと
思っています．
しかし，部活動であっても，スポーツでは，何
か楽しいことが少しでもあれば前向きに続けてい
られるものだと思っています．
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私の競技生活の最後の 1 年，オリンピックの年
には流石に辛い事の方が多かったですが，その辛
い記憶はコーチやチームメイトと共に獲得したメ
ダルの重さを実感し頑張って良かったと感じま
す．結果だけでなくそこに至るまで悔いのないよ
うに生きる事が今の人生にも繋がっていると思い
ます．
「今」が頑張りどきだと思ったら，そこは歯を
食いしばって頑張って欲しいと思います．試練は
乗り越えられる人にしか与えられないのです．
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